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川
地
区
と
下
湯
川
地

区
は
、
古
く
か
ら
日

光
社
の
信
仰
に
深
く

関
わ
っ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
近

年
に
お
け
る
県
立
博
物
館
の
文
化
財
調
査
に
よ
っ
て
、
上
湯

川
地
区
の
薬
王
寺
、
下
湯
川
地
区
の
牛ご

う

蓮れ
ん

寺じ

、
下
湯
川
観
音

堂
に
平
安
時
代
の
仏
像
や
戦
国
時
代
の
版
木
な
ど
、
重
要
な

資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

例
え
ば
下
湯
川
観
音
堂
の
僧
形
坐ざ

像ぞ
う

（
室
町
時
代
。
像
高

さ
17
．7
㎝
）は
、
蓮は

す

の
花
の
上
に
合
掌
し
た
僧
が
座
る
珍
し

い
も
の
で
、
こ
れ
は
菩ぼ

薩さ
つ

面
を
着
け
た
人
々
が
練
り
歩
く
来ら
い

迎ご
う

会え

式し
き

で
用
い
ら
れ
る
も
の
で
す
。
県
内
で
は
有
田
市
得
生

寺
の
来
迎
会
式
が
有
名
で
す
が
、
日
光
山
麓
の
集
落
で
も
、

か
つ
て
来
迎
会
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
貴
重
な
文
化

財
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
う
し
た
新
た
に
確
認
さ
れ
た
文
化
財
は
、
和
歌
山
県
立
博

物
館
の
企
画
展
「
有
田
川
中
流
域
の
仏
教
文
化
」（
３
月
５
日

ま
で
）
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

有
田
川
町
上
湯
川
の
日
光
山
（
標
高
１
１
１
０
ｍ
）
の
山
中
に
、

江
戸
時
代
ま
で
日
光
社
と
い
う
神
社
が
あ
り
ま
し
た
。
最
も
盛
え

た
こ
ろ
に
は
多
数
の
建
物
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
明
治
時
代
に

廃
絶
し
、
現
在
は
小
さ
な
祠ほ

こ
らが
再
建
さ
れ
て
い
ま
す
。
祭
ら
れ
た

神
様
の
名
前
を
は
じ
め
不
明
な
点
が
多
い
謎
の
神
社
で
す
が
、
そ

の
か
つ
て
の
景
観
を
示
す
貴
重
な
資
料
と
し
て
日
光
社
参
詣
曼ま

ん

荼だ

羅ら

（
和
歌
山
県
指
定
文
化
財
）
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

縦
１
４
８
．７
㎝
、
横
１
１
７
．８
㎝
の
大
画
面
の
中
央
に
、
瑞み

ず

垣が
き

に
囲
ま
れ
た
社
殿
三
棟
と
二
つ
の
堂
舎
が
並
び
、
そ
の
外
に
多

宝
塔
が
建
っ
て
い
ま
す
。
上
方
に
は
三
つ
の
山（
中
央
が
日
光
山
、

右
が
護
摩
壇
山
、左
が
高
野
山
と
考
え
ら
れ
て
い
る
）
が
そ
び
え
、

下
方
に
は
湯
川
川

と
そ
の
流
域
の
集

落
や
寺
社
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
参
詣
曼
荼

羅
に
描
か
れ
た
湯

川
川
流
域
の
上
湯

そ
の
56

日
光
社
と
湯
川
川
流
域
の
仏
教
文
化

先
月
の
広
報
あ
り
だ
が
わ

（
１
３
４
号
）
に
関
し
て
の
補
足
説
明

御
田
を
演
じ
る
配
役
は
、
舅
し
ゅ
う
と・

聟む
こ

・
太
鼓
打
ち
・
牛
・

田
植
子
・
座ざ

謡う
た
いが
あ
り
ま
す
が
、
田
植
子
に
つ
い
て
は

久
野
原
区
で
は
「
早
乙
女
」
と
も
さ
れ
て
い
ま
す
。


